
　福島県厚生連労働組合は、白河厚生総合病院での上司に
よるパワーハラスメントに対し、会へ調査・改善を訴えて
きました。しかし会は、十分な調査を行なったとは言い難
い上に、パワハラの実態を認めず、ここ数年相次いだパワ
ハラが原因と思われる退職についても疑問を抱かないとし
てきました。
　９月８日、パワハラで休職中の原告は、代理人弁護士を
通じて白河地方裁判所に提訴。９月29日には原告・弁護士・
組合3役（齋藤委員長・折笠副委員長・川上書記長）が出
席し、白河市役所記者クラブにて記者会見を行いました。
福厚労は全面的に支援する方針で、この問題の解決をはか
ることで白河厚生総合病院のみならず、厚生連全体のパワ
ハラをなくし、時間管理等の他の問題の解決にも繋がると
考えています。

　

看
護
職
員
の
労
働
と
健
康
状

態
を
明
ら
か
に
し
、
改
善
の
た

め
日
本
医
労
連
が
行
な
っ
た

「
労
働
実
態
調
査
」
で
は
、
全

国
か
ら
調
査
表
３
万
３
４
０
２

枚
が
集
め
ら
れ
、
全
厚
労
か
ら

も
８
３
０
７
枚
が
回
収
さ
れ
ま

し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
看
護
職
約
９

割
が
時
間
外
労
働
を
行
な
っ
て

お
り
、「
20
時
間
以
上
」
が
20
・

３
％
、「
30
時
間
以
上
」８
・
６
％
、

ま
た
「
50
時
間
残
業
」
も
１
・

８
％
と
、
前
回
調
査
（
２
０
１

３
年
）
と
同
様
の
比
率
で
、
改

善
さ
れ
て
い
な
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
夜
勤
交
替
制
労
働
の

加
重
性
が
考
慮
さ
れ
看
護
師
の

「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
と
さ
れ
て

い
る
「
60
時
間
以
上
」
の
時
間

外
労
働
も
０
・
８
％
（
２
５
４

人
）と
、「
過
労
死
ラ
イ
ン
超
え
」

の
状
態
で
勤
務
す
る
看
護
師
の

現
場
実
態
が
見
え
て
き
ま
す
。

過
労
死
ラ
イ
ン
超
え
で
勤
務
す

る
看
護
師
の
比
率
を
事
業
所
別

に
み
る
と
日
赤
・
労
災
病
院
等

に
比
べ
、
厚
生
連
、
公
立
・
私

立
大
学
病
院
が
他
病
院
に
比
べ

て
高
く
出
て
い
ま
す
。
時
間
外

を
適
切
に
申
請
し
、
職
場
の
必

要
人
員
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、

ま
た
時
間
外
労
働
を
減
ら
す
取

り
組
み
は
労
使
共
通
の
課
題
で

す
。

　

今
年
１
月
に
厚
生
労
働
省
が

発
出
し
た
「
労
働
時
間
の
適
正

な
把
握
の
た
め
に
使
用
者
が
講

ず
べ
き
指
導
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
以
下
、
新
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
）」
で
は
、
あ
ら
た
め
て

「
労
働
時
間
の
考
え
方
を
」
明

示
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
時
間
と
は
使
用
者
の
指

揮
命
令
下
に
置
か
れ
て
い
る
こ

と
を
い
い
、「
使
用
者
の
明
示

又
は
黙
示
の
指
示
に
よ
り
労
働

者
が
業
務
に
従
事
す
る
時
間
は

労
働
時
間
」
と
し
て
３
つ
の
例

を
挙
げ
て
い
ま
す
。（
左
上
カ

コ
ミ
）

　

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
医

療
・
福
祉
現
場
で
の
、「
あ
な

た
は
仕
事
が
遅
い
か
ら
」
と
か

「
勝
手
に
早
く
来
て
い
る
だ
け
」

等
、
申
請
し
づ
ら
い
「
自
己
申

告
制
」
に
対
し
て
も
メ
ス
を
入

れ
て
い
ま
す
。「
労
働
時
間
管

理
の
原
則
は
、
使
用
者
自
ら
が

現
認
す
る
こ
と
、
ま
た
は
客
観

的
な
記
録
を
基
礎
と
し
て
確
認

し
適
正
に
記
録
す
る
こ
と
」
と

し
て
労
働
時
間
の
適
切
な
管
理

は
使
用
者
の
責
務
で
あ
る
こ
と

を
明
確
化
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
・
福
祉
職
場
で
蔓
延
す

る
「
長
時
間
労
働
」「
サ
ー
ビ
ス

残
業
」「
不
払
い
残
業
」
を
解
消

す
る
た
め
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
お
お
い
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

各
県
で
も
「
労
働
時
間
管

理
」
の
適
正
化
や
、
不
払
い
残

　
全
厚
労
で
は
10
月
〜
12
月
を
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
改
善
強
化
月
間
」
に
設
定
し
、
取
り
組

み
や
学
習
を
進
め
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
厚
労
省
の
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
活

用
し
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
根
絶
、「
８
時
間
で
帰
れ
る
職
場
、
生
活
で
き
る
賃
金
」
を
目
指

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス
残
業
に
追
随
す
る
長
時
間
過
密
労
働
を
是
正
し
、
医

療
・
福
祉
で
働
く
労
働
者
が
健
康
で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　11月17日～19日に茨城県土浦市で開催され
る「全厚労第34回医療研究集会」の、第４分
科会では「厚生連の果たす役割」をテーマに長
野「郷土料理給食の取り組み」や、静岡「JA
女性部と保健師さんの連携」などの取り組みを
レポート報告。また、460億円かけて新築され
た土浦協同病院を見学し、病院10階のオーク
ラ展望レストランでの昼食、病院附属保育所を
見学します。厚生連病院のあり方について見つ
めなおす機会に、是非ご参加ください。

○業務に必要な準備行為（着用を命じられたユニホー
ムへの着替え等）や業務終了後の業務に関連した後
始末（清掃等）
○使用者の指示があった場合に即時業務に従事できる
よう労働から離れることが保障されていない状態
（いわゆる手待時間）
○業務上義務付けられている研修・教育訓練の受講や
指示により業務に必要な学習等を行っていた時間

業
を
な
く
し
長
時
間
労
働
の
改

善
を
求
め
る
運
動
が
進
ん
で
い

ま
す
。
秋
田
で
は
時
間
外
手
当

請
求
強
化
月
間
を
一
週
間
行
い
、

院
長
・
事
務
長
ら
に
要
請
文
を

宛
て
協
力
を
依
頼
。
職
場
で
も

チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
を
配
布
し

請
求
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
福

島
で
は
12
月
か
ら
勤
務
要
求
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
時
間
外
労

働
申
請
が
し
や
す
い
か
等
調
査

を
行
い
ま
す
。
ま
た
茨
城
で
は

今
秋
闘
で
も
時
間
外
適
正
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
設
定
し
、
支
部
ご

と
に
退
勤
時
間
調
査
、
職
場
訪

問
、
ビ
ラ
ま
き
等
を
行
な
い
ま

す
。

　

サ
ー
ビ
ス
残
業
と
長
時
間
労

働
を
な
く
し
、
時
間
外
労
働
の

実
態
か
ら
、
増
員
要
求
へ
と
つ

な
げ
、
働
き
続
け
ら
れ
る
元
気

な
職
場
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お菓子を準備しての退勤時間調査（茨城）

新築された土浦協同病院
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新ガイドラインに示された３つの例（要約）

安心して働ける職場へ
福島・パワハラ裁判を支援福島・パワハラ裁判を支援福島・パワハラ裁判を支援

医療研究集会で
病院見学

医療研究集会で
病院見学

残業なくし、元気な職場へ残業なくし、元気な職場へ残業なくし、元気な職場へ
サービス残業改善強化月間スタート

【1面】サービス残業改善強化月間成功へ
福島パワハラ裁判、医療研で病院視察

【2面】10・22総選挙！投票に行こう！
【3面】労安活動③、農業問題学習会

http://www.zenkouro.org/
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（1） 2017年10月20日 第451号全 厚 労 ニ ュ ー ス



学
習
会
資
料
と
し
て
使
用
し
た
リ
ー
フ

日
本
国
民
の
「
食
」
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
財
界
を
優
先

8％増税時の政府広報ポスター

　

あ
る
国
立
病
院
の
委
員
会

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

●
委
員
会
は
定
例
に

　
勤
務
は
日
勤
を
保
証

　

労
働
者
側
の
メ
ン
バ
ー
は
、

職
種
や
性
別
が
片
寄
ら
な
い

よ
う
に
選
定
。
出
席
の
保
証

と
交
替
制
勤
務
者
は
、
日
勤

を
勤
務
表
作
成
時
に
割
り
振

る
こ
と
を
委
員
会
で
確
認
し

た
。

●
健
康
診
断
の
実
施

　

労
働
安
全
衛
生
法
通
り
に

実
施
す
る
こ
と
を
確
認
。
健

診
結
果
は
、
委
員
会
で
「
職

場
毎
の
受
診
人
数
、
率
」
を

出
し
、
有
所
見
の
有
無
、
業

務
に
起
因
す
る
よ
う
な
有
所

見
の
有
無
を
論
議
。
健
診
実

施
に
お
け
る
問
題
点
な
ど
も

論
議
し
、「
心
電
図
検
査
は

女
性
技
師
が
担
当
」「
看
護

師
の
検
尿
は
検
査
室
で
実

施
」
な
ど
、
問
題
点
を
改
善

さ
せ
た
。

●
メ
ン
タ
ル
対
策
・

　
パ
ワ
ハ
ラ
対
策

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
で
の
休

退
職
の
事
態
を
改
善
す
る
た

め
、
講
習
会
を
実
施
。
全
職

員
へ
の
ス
ト
レ
ス
度
チ
ェ
ッ

ク
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
た
全
職
員

対
象
の
講
習
会
を
開
催
。
あ

る
職
員
の
メ
ン
タ
ル
相
談
を

受
け
、
調
査
し
た
結
果
、
原

因
が
上
司
の
言
動
に
あ
る
事

が
判
明
。「
パ
ワ
ハ
ラ
で
は

な
い
か
」
と
問
題
提
起
し
た
。

議
論
を
避
け
よ
う
と
す
る
施

設
側
に
対
し
、「
メ
ン
タ
ル

問
題
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
健
康
管
理
で
あ
り
、

う
つ
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅

い
。
セ
ク
ハ
ラ
の
場
合
で
は

刑
事
罰
に
な
る
問
題
」
と
訴

え
た
。
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
、
モ

ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
と

し
て
、
職
場
の
人
間
関
係
全

体
の
対
策
に
着
手
し
た
。

●
産
業
医
の
職
場
巡
視

を
活
用
し
て
改
善

　

産
業
医
の
職
場
巡
視
（
月

１
回
）
を
活
か
し
て
、
勧
告

に
よ
っ
て
職
場
改
善
を
図
っ

た
。
薬
剤
科
で
は
エ
ア
コ
ン

の
設
置
と
デ
ィ
ス
ポ
ガ
ウ
ン

の
購
入
を
勧
告
。
検
査
科
で

は
病
理
検
査
室
で
環
境
測
定

を
実
施
。
換
気
装
置
の
導
入

と
防
毒
マ
ス
ク
の
設
置
を
勧

告
。
そ
の
他
、
多
数
の
改
善

意
見
を
出
し
て
も
ら
う
。「
腰

痛
対
策
」
も
論
議
し
、
職
員

ト
イ
レ
を
洋
式
へ
。
ま
た

「
腰
痛
教
室
」
の
開
催
、
腰

痛
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た

め
に
、
リ
ハ
ビ
リ
室
を
開
放

し
、
日
常
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

可
能
に
し
た
。　

 　
（
続
く
）

　
前
回
は
、
労
働
安
全
衛
生
委
員
会
（
以
下
、
委
員
会
）
を
毎
月
１
回
以
上
開
催
す

る
こ
と
と
、
委
員
会
の
審
議
事
項
は
労
働
者
の
健
康
と
安
全
に
関
わ
る
様
々
な
課
題

が
扱
え
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
回
は
具
体
的
な
活
動
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　９月号（450号）の１面の全厚労2017年度スケジュールの中で、
日本医労連等の取り組みで、18年２月の欄に「中旬、回答指定日」
とある記載は３月の間違いで、３月の欄にあった「メーデー、ナ
ースウェーブ行動」は、５月の予定でした。
　また２面の大会記事で、富山の発言内容「賃金については合意
できていない」という部分は「賃金については受け入れなかった」
と訂正します。関係者の方々にはお詫びし、訂正いたします。

【前号の訂正とお詫び】
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（図１）社会保障費「自然増」を5年間で
        3.45兆円も削減

（図２）憲法改正は必要か
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（図３）憲法９条の改正は必要か
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どちらともいえない
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ないと思う
わからない
無回答

2017年
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1974年

2017年
2002年

「必要」43％「必要ない」34％

（NHK世論調査、日本人と憲法2017）
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安
倍
総
理
は
、
２
０
１
９
年

に
消
費
税
を
10
％
に
上
げ
る
際

に
、
増
税
分
２
％
の
使
い
道
を

変
え
て
、
財
政
再
建
か
ら
、「
少

子
高
齢
化
」
対
策
な
ど
「
全
世

代
型
」
社
会
保
障
に
し
て
い
く

と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
消
費
税
が
５
％
か

ら
８
％
へ
増
税
さ
れ
た
時
に
、
今
の
政
府

は
、「
消
費
税
の
引
き
上
げ
分
は
す
べ
て

社
会
保
障
へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、

「
全
世
代
型
の
社
会
保
障
制
度
へ
」
と
既

に
打
ち
出
し
、
当
時
の
広
報
ポ
ス
タ
ー
で

も
は
っ
き
り
謳
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
そ

も
そ
も
「
公
約
違
反
」
な
の
で
は
？
と
思

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
４
月
の
３
％
増
税
で
国
民

の
負
担
は
、
約
８
兆
円
に
な
り
ま
し
た
が
、

社
会
保
障
は
充
実
す
る
ど
こ
ろ
か
、
必
要

な
社
会
保
障
費
は
年
々
、
抑
制
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
５
年
間
で
は
、
社
会
保
障

費
の
自
然
増
が
押
さ
え
込
ま
れ
、
５
年
間

で
３
・
45
兆
円
が
圧
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
少
子
高
齢
化
」
問
題
が
「
国
難
」
と
言

う
の
な
ら
、
今
す
ぐ
税
金
の
使
い
道
を
見

直
し
、
子
育
て
や
教
育
、
医
療
・
介
護
な

ど
を
手
厚
く
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　安倍総理の突然の解散宣言で、総選挙が行われることになりました。貴重
な一票、私たちの要求に照らして、候補者や政党を選択することが大切です。
　これまでの選挙では、投票率は50数％で推移し、約半数の人が棄権し
ています。みんなが投票に行けば、政治は大きく変わります。私たちの
働く医療・社会保障分野では、国会の審議で医療保険や介護保険制度が

変えられ、私たち医療従事者にも患者・国民にも大きく影響してきました。
来春の改定に向けて政府の審議会で決定される診療報酬・介護報酬も、
総選挙後の国会で指名される政権がどういう立場に立つかによって左右
されます。私たちは、政治へ無関心であっても無関係ではいられません。
権利をしっかりと行使しましょう。

　

電
通
の
高
橋
ま
つ
り
さ
ん
の

「
過
労
自
死
」
問
題
な
ど
、
日
本
社

会
に
蔓
延
し
て
い
る
長
時
間
過
密

労
働
を
是
正
す
る
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
件
を
き
っ
か
け
に
秋
の
通
常

国
会
に
「
働
き
方
改
革
」
法
案
が

出
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
総
選

挙
で
先
送
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
準
備
さ
れ
て
い
た
「
働

き
方
改
革
」
の
中
身
は
、
長
時
間

過
密
労
働
を
な
く
す
ど
こ
ろ
か
、

残
業
の
上
限
規
制
と
言
っ
て
も
、

「
過
労
死
認
定
基
準
（
直
近
の
一
月

で
１
０
０
時
間
、
２
〜
６
カ
月
で

80
時
間
）」
と
さ
れ
る
月
１
０
０
時

間
未
満
が
上
限
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
で
は
過
労
死
す
ら
合
法
化
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

し
か
も
医
師
に
つ
い
て
は
達
成
が

困
難
と
５
年
間
の
猶
予
措
置
も
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
年
間

１
０
４
日
の
休
日
（
週
休
２
日
制

に
相
当
）
を
与
え
れ
ば
、
い
く
ら

残
業
し
て
も
残
業
代
を
払
わ
な
く

て
済
む
「
高
度
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ

ル
制
度
」
も
導
入
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
年
収
は
１
０
７
５
万

円
と
最
初
は
高
く
設
定
さ
れ
て
い

て
も
、
い
ず
れ
財
界
が
求
め
る
年

収
４
０
０
万
円
台
ま
で
広
が
っ
て

し
ま
う
の
は
必
至
で
す
。

　
「
働
き
方
改
革
」
と
い
う
よ
り
も

「
働
か
せ
方
改
革
」
を
こ
の
ま
ま
進

め
て
も
い
い
の
か
も
問
わ
れ
る
総

選
挙
で
す
。

　以上、４点について考えてみましたが、もっともっと「争点」はあるかと思い
ます。自分にとって何が大事なのか、候補者・政党の公約や「姿勢」もしっかり
と見て、投票に行ってい
ただけたらと思います。

　

北
朝
鮮
の
相
次
ぐ
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
核
実

験
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
、「
小
さ
な
ロ
ケ
ッ
ト
マ
ン
」
な
ど
と
北

朝
鮮
・
金
委
員
長
を
揶
揄
し
、
挑
発
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
そ
れ
に
続
い
て
安
倍
総
理
も

「
対
話
は
無
駄
骨
だ
っ
た
」「
圧
力
し
か
な
い
」

と
、
緊
張
を
高
め
る
よ
う
な
発
言
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

国
連
の
安
全
保
障
委
員
会
の
「
決
議
２
３

７
５
（
９
月
22
日
発
効
）」
は
、「
経
済
制
裁
」

と
と
も
に
「
６
者
会
合
」
の
再
開
、「
対
話
を

通
じ
た
平
和
的
か
つ
包
括
的
な
解
決
」、「
緊

張
を
緩
和
す
る
更
な
る
作
業
」、「
平
和
的
な

方
法
」
を
謳
っ
て
い
ま
す
。「
圧
力
し
か
な
い
」

と
い
う
安
倍
総
理
の
演
説
や
主
張
は
、
む
し

ろ
「
国
連
決
議
」
違
反
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
と
安
倍
総
理
以
外
の
世
界
の
首
脳
は
、

平
和
的
な
解
決
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
ま
す
。

　
「
緊
張
が
高
ま
れ
ば
誤
算
の
危
険
性
も
高
ま

る
。
政
治
的
解
決
を
」（
国
連
グ
テ
レ
ス
事
務

総
長
）、「
平
和
的
外
交
に
よ
る
解
決
し
か
あ

り
え
な
い
」（
ド
イ
ツ
・
メ
ル
ケ
ル
首
相
）、「
フ

ラ
ン
ス
は
事
態
の
拡
大
を
拒
否
し
、
平
和
へ

の
対
話
を
閉
じ
な
い
」（
フ
ラ
ン
ス
・
マ
ク
ロ

ン
大
統
領
）、「
北
へ
の
制
裁
は
、
対
話
の
道

を
選
ぶ
よ
う
圧
力
を
か
け
る
た
め
だ
」（
韓
国
・

文
在
寅
大
統
領
）
な
ど
、
偶
発
的
な
「
戦
争
」

を
避
け
る
た
め
の
国
際
世
論
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
「
選
挙
で
信
任
を
得
て
、
力
強
い
外
交
を
進

め
て
い
く
」（
安
倍
総
理
）
の
で
は
な
く
、
国

際
的
な
協
調
で
粘
り
強
く
「
対
話
の
姿
勢
」

を
示
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

自
民
党
の
公
約
で
は
、
主
要
政
策
に
初

め
て
「
憲
法
改
正
」
が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
小
池
都
知
事
率
い
る
「
希
望
の
党
」

で
も
、
候
補
者
に
対
す
る
政
策
協
定
書
に

は
、「
憲
法
改
正
を
支
持
し
」
と
い
う
文

言
が
含
ま
れ
、
小
池
代
表
自
身
も
「
い
ろ

い
ろ
な
視
点
か
ら
改
正
の
余
地
が
あ
る
」、

「
北
朝
鮮
情
勢
を
抱
え
な
が
ら
、
ず
っ
と

議
論
す
る
の
か
」
と
、
９
条
改
正
を
含
め

た
憲
法
改
正
を
急
ぐ
姿
勢
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。

　

憲
法
改
正
に
つ
い
て
、 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
世
論

調
査
で
は
、
改
正
す
る
「
必
要
が
あ
る
」

43
％
と
「
必
要
が
な
い
」
34
％
・「
ど
ち

ら
と
も
い
え
な
い
」
17
％
で
国
論
を
二
分

し
て
い
て
、
憲
法
９
条
改
正
に
つ
い
て
は
、

「
変
え
る
必
要
は
な
い
」
が
57
％
で
、「
必

要
が
あ
る
」
の
25
％
を
ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
で

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

憲
法
改
正
問
題
に
つ
い
て
は
、
立
憲
主

義
・
民
主
主
義
を
守
る
こ
と
を
軸
に
し
て

い
る
、
新
党
「
立
憲
民
主
党
」
や
共
産
党
・

社
民
党
な
ど
と
の
対
立
軸
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

日
本
で
は
、
政
権
公
約
に
な
か
っ
た

「
特
定
秘
密
保
護
法
」
が
13
年
12
月
に
強

行
さ
れ
た
の
ち
、
14
年
７
月
に
は
閣
議
決

定
で
、
こ
れ
ま
で
の
憲
法
解
釈
が
１
８
０

度
転
換
さ
れ
、「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
」

容
認
と
な
り
、
15
年
９
月
に
は
、
戦
争
法

と
も
呼
ば
れ
た
「
安
全
保
障
関
連
法
」
11

本
も
強
行
。
今
年
６
月
に
は
、
頭
の
中
で

思
っ
た
り
、
相
談
（
共
謀
）
し
た
こ
と
で

罪
と
な
る
「
共
謀
罪
法
」
も
強
行
成
立
さ

せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

戦
後
、
平
和
国
家
と
し
て
国
際
社
会
の

中
で
認
め
ら
れ
て
き
た
日
本
が
、
こ
の
総

選
挙
で
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

年間１兆～8,000億円程度とされる社会保障費の
自然増を予算編成前にすでに圧縮

8,400
億円

5,600億円

生活保護の生活扶助費
削減など

2013年度

予
算

概
算
要
求

2,800
億円圧縮

9,900
億円

5,900億円

診療報酬実質1.26％
減額。生活保護の生活
扶助費削減

2014年度

4,000
億円圧縮 8,300

億円

3,600億円

介護報酬2.27％減額。
生活保護の冬季加算削
減など

2015年度

4,700
億円圧縮 6,700

億円
5,000億円

診療報酬1.31％減額

2016年度

1,700
億円圧縮 6,400

億円
5,000億円

医療・介護の自己負担
の月額上限引き上げ、
後期高齢者医療の保険
料値上げなど

2017年度

1,400
億円圧縮

財務省　各年度の予算より

貴重な１票！「期日前投票」も出来ます。

　

今
ま
で
の
農
政
で
、
国
内

の
食
糧
・
農
業
に
関
す
る

色
々
な
制
度
が
変
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
特
に
、
国
が
食

料
に
責
任
を
持
っ
て
安
定
供

給
す
る
た
め
の
「
食
管
法
」

の
廃
止
で
す
（
１
９
９
５
年
）。

新
た
に
作
ら
れ
た
新
食
糧
法

で
の
輸
入
自
由
化
は
農
畜
産

物
を
国
外
市
場
に
開
放
し
、

特
に
牛
肉
、
オ
レ
ン
ジ
は
大

き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
先
起
こ
る
２
つ
の
大

き
な
問
題
は
、
２
０
１
８
年

の
「
米
の
直
接
支
払
い
交
付

金
」、「
生
産
調
整
制
度
（
減

反
）」
の
廃
止
で
す
。
民
主

党
政
権
時
に
設
け
ら
れ
た

「
米
の
直
接
支
払
い
交
付
金
」

は
10
ア
ー
ル
あ
た
り
１
５
、

０
０
０
円
を
「
農
業
者
戸
別

所
得
保
障
制
度
」
と
し
て
交

付
。
こ
れ
は
、
稲
作
農
家
に

と
っ
て
の
最
低
賃
金
と
言
え

る
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、

安
倍
・
自
民
党
政
権
が
復
活

し
た
際
に
、
７
、５
０
０
円

に
半
減
、
そ
し
て
２
０
１
８

年
で
の
廃
止
を
決
定
し
ま
し

た
。
こ
の
制
度
が
廃
止
さ
れ

る
と
米
を
作
れ
ば
作
る
ほ
ど

赤
字
に
な
り
、
お
米
づ
く
り

は
続
け
て
い
け
ま
せ
ん
。
ま

た
、「
生
産
調
整
制
度
（
減

反
）
の
廃
止
」
は
、
国
が
米

　

規
制
改
革
推
進
会
議
の
意

見
を
元
に
出
さ
れ
た
農
業
改

革
８
法
案
は
最
低
審
議
時
間

３
時
間
、
多
く
て
６
時
間
で

強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
農
協
」
と
い
う
自
主
的

な
組
織
に
た
い
し
て
、
政
府

が
介
入
し
て
く
る
と
い
う
異

常
な
状
態
で
す
。
ト
ヨ
タ
や

日
産
な
ど
の
企
業
に
「
車
の

値
段
が
高
い
か
ら
下
げ
な
さ

い
」
と
言
っ
て
い
る
の
と
同

じ
で
、
あ
り
得
な
い
政
治
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
農
協
へ

の
攻
撃
を
他
の
言
葉
に
置
き

換
え
て
い
ま
す
が
、
農
協
を

つ
ぶ
し
た
い
と
い
う
の
が
本

音
で
す
。
そ
れ
は
安
倍
首
相

の
施
政
方
針
演
説
か
ら
も
分

か
り
ま
す
。 

①
農
協
改
革
８

法
案
↓
企
業
優
先
・
地
域
農

業
・
農
村
を
多
国
籍
企
業
の

草
刈
り
場
（
儲
け
先
）
に
。 

②「
担
い
手
」
へ
の
農
地
集

積
↓
共
同
体
の
合
意
や
相
互

扶
助
を
「
邪
魔
者
」
扱
い
。

こ
れ
は
、
税
金
を
使
っ
て
農

地
の
中
間
管
理
機
構
を
つ
く

り
、
農
地
を
企
業
に
貸
出
。

企
業
が
参
入
し
や
す
い
仕
組

価
の
安
定
供
給
か
ら
手
を
引

く
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ

れ
で
、「
作
る
の
は
自
由
だ

か
ら
価
格
が
上
が
ろ
う
が
下

が
ろ
う
が
自
己
責
任
だ
」
と
、

政
府
の
責
任
を
投
げ
出
し
て

い
る
の
で
す
。

み
に
。 

③
企
業
に
よ
る
農
業

＋
大
規
模
農
業
法
人
＝「
強

い
農
業
」↓
そ
の
た
め
に

「
地
域
の
農
業
・
農
村
の
防

波
堤
で
あ
る
農
協
は
邪
魔
だ

ね
」
と
農
協
つ
ぶ
し
を
最
重

視
。

　

上
記
の
よ
う
な
、「
農
業
・

農
協
改
革
」
を
跳
ね
返
し
、

食
料
・
農
業
・
地
域
を
守
る

運
動
を
軸
に
、
国
民
的
課
題

で
広
が
る
運
動
と
結
び
、
職

場
と
地
域
で
運
動
を
広
げ
た

た
か
っ
て
行
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

国
の
食
料
安
定
供
給
の
責
任
放
棄
と
農
協
攻
撃

　
９
月
29
〜
30
日
、
第
１
回
中
央
執
行
委
員
会
で
は
、
農
業
・
農
協
に
つ
い
て
学
び

を
深
め
る
た
め
、
全
農
協
労
連
の
館
野
豊
書
記
長
を
お
呼
び
し
、「
食
料
・
農
業
・
地

域
を
守
る
地
域
共
同
の
大
切
さ
|
農
協
改
革
と
農
業
・
地
域
を
め
ぐ
る
状
況
、
協
同

組
合
の
役
割
|
」
と
題
し
た
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。（
以
下
学
習
会
よ
り
）

露
骨
な
農
協
つ
ぶ
し
に
Ｎ
Ｏ
!!

露
骨
な
農
協
つ
ぶ
し
に
Ｎ
Ｏ
!!

２
０
１
８
年
に
起
こ
る
大
き
な
問
題

２
０
１
８
年
に
起
こ
る
大
き
な
問
題

日
本
の「
食
」を
守
れ

日
本
の「
食
」を
守
れ

日
本
の「
食
」を
守
れ

労
働
安
全
衛
生
活
動

労
働
安
全
衛
生
活
動

３

進
め
よ
う
！

進
め
よ
う
！

進
め
よ
う
！

10・22総選挙！１票で変わる10・22総選挙！１票で変わる10・22総選挙！１票で変わる

国民の声を届けるチャンス国民の声を届けるチャンス
国政へ

争点１

消
費
税
の
使
い
道

医
療・社
会
保
障
が
充
実
さ
れ
る
？

選
挙
後
に「
憲
法
９
条
改
正
」が

待
っ
て
い
る
？

北
朝
鮮
問
題
へ
の
対
応

　
　
国
際
社
会
は「
対
話
」求
め
る

「
働
き
方
改
革
」

   

こ
の
ま
ま
で
良
い
の
？

消
費
税
の
使
い
道

医
療・社
会
保
障
が
充
実
さ
れ
る
？

争点３

選
挙
後
に「
憲
法
９
条
改
正
」が

待
っ
て
い
る
？

争点２

北
朝
鮮
問
題
へ
の
対
応

　
　
国
際
社
会
は「
対
話
」求
め
る

争点４

「
働
き
方
改
革
」

   

こ
の
ま
ま
で
良
い
の
？

（3） 2017年10月20日 第451号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2017年10月20日 第451号全 厚 労 ニ ュ ー ス



学
習
会
資
料
と
し
て
使
用
し
た
リ
ー
フ

日
本
国
民
の
「
食
」
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
財
界
を
優
先

8％増税時の政府広報ポスター

　

あ
る
国
立
病
院
の
委
員
会

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

●
委
員
会
は
定
例
に

　
勤
務
は
日
勤
を
保
証

　

労
働
者
側
の
メ
ン
バ
ー
は
、

職
種
や
性
別
が
片
寄
ら
な
い

よ
う
に
選
定
。
出
席
の
保
証

と
交
替
制
勤
務
者
は
、
日
勤

を
勤
務
表
作
成
時
に
割
り
振

る
こ
と
を
委
員
会
で
確
認
し

た
。

●
健
康
診
断
の
実
施

　

労
働
安
全
衛
生
法
通
り
に

実
施
す
る
こ
と
を
確
認
。
健

診
結
果
は
、
委
員
会
で
「
職

場
毎
の
受
診
人
数
、
率
」
を

出
し
、
有
所
見
の
有
無
、
業

務
に
起
因
す
る
よ
う
な
有
所

見
の
有
無
を
論
議
。
健
診
実

施
に
お
け
る
問
題
点
な
ど
も

論
議
し
、「
心
電
図
検
査
は

女
性
技
師
が
担
当
」「
看
護

師
の
検
尿
は
検
査
室
で
実

施
」
な
ど
、
問
題
点
を
改
善

さ
せ
た
。

●
メ
ン
タ
ル
対
策
・

　
パ
ワ
ハ
ラ
対
策

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
で
の
休

退
職
の
事
態
を
改
善
す
る
た

め
、
講
習
会
を
実
施
。
全
職

員
へ
の
ス
ト
レ
ス
度
チ
ェ
ッ

ク
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
た
全
職
員

対
象
の
講
習
会
を
開
催
。
あ

る
職
員
の
メ
ン
タ
ル
相
談
を

受
け
、
調
査
し
た
結
果
、
原

因
が
上
司
の
言
動
に
あ
る
事

が
判
明
。「
パ
ワ
ハ
ラ
で
は

な
い
か
」
と
問
題
提
起
し
た
。

議
論
を
避
け
よ
う
と
す
る
施

設
側
に
対
し
、「
メ
ン
タ
ル

問
題
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
健
康
管
理
で
あ
り
、

う
つ
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅

い
。
セ
ク
ハ
ラ
の
場
合
で
は

刑
事
罰
に
な
る
問
題
」
と
訴

え
た
。
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
、
モ

ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
と

し
て
、
職
場
の
人
間
関
係
全

体
の
対
策
に
着
手
し
た
。

●
産
業
医
の
職
場
巡
視

を
活
用
し
て
改
善

　

産
業
医
の
職
場
巡
視
（
月

１
回
）
を
活
か
し
て
、
勧
告

に
よ
っ
て
職
場
改
善
を
図
っ

た
。
薬
剤
科
で
は
エ
ア
コ
ン

の
設
置
と
デ
ィ
ス
ポ
ガ
ウ
ン

の
購
入
を
勧
告
。
検
査
科
で

は
病
理
検
査
室
で
環
境
測
定

を
実
施
。
換
気
装
置
の
導
入

と
防
毒
マ
ス
ク
の
設
置
を
勧

告
。
そ
の
他
、
多
数
の
改
善

意
見
を
出
し
て
も
ら
う
。「
腰

痛
対
策
」
も
論
議
し
、
職
員

ト
イ
レ
を
洋
式
へ
。
ま
た

「
腰
痛
教
室
」
の
開
催
、
腰

痛
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た

め
に
、
リ
ハ
ビ
リ
室
を
開
放

し
、
日
常
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

可
能
に
し
た
。　

 　
（
続
く
）

　
前
回
は
、
労
働
安
全
衛
生
委
員
会
（
以
下
、
委
員
会
）
を
毎
月
１
回
以
上
開
催
す

る
こ
と
と
、
委
員
会
の
審
議
事
項
は
労
働
者
の
健
康
と
安
全
に
関
わ
る
様
々
な
課
題

が
扱
え
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
回
は
具
体
的
な
活
動
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　９月号（450号）の１面の全厚労2017年度スケジュールの中で、
日本医労連等の取り組みで、18年２月の欄に「中旬、回答指定日」
とある記載は３月の間違いで、３月の欄にあった「メーデー、ナ
ースウェーブ行動」は、５月の予定でした。
　また２面の大会記事で、富山の発言内容「賃金については合意
できていない」という部分は「賃金については受け入れなかった」
と訂正します。関係者の方々にはお詫びし、訂正いたします。

【前号の訂正とお詫び】

52

「必要」25％「必要ない」57％
11 57 6

5

（図１）社会保障費「自然増」を5年間で
        3.45兆円も削減

（図２）憲法改正は必要か
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525252
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5

11 57 6
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11 57 6

8

（図３）憲法９条の改正は必要か

改正する必要が
あると思う
どちらともいえない
改正する必要は
ないと思う
わからない
無回答

改正する必要が
あると思う
どちらともいえない
改正する必要は
ないと思う
わからない
無回答

2017年
2002年
1992年
1974年

2017年
2002年

「必要」43％「必要ない」34％

（NHK世論調査、日本人と憲法2017）

43 17 34 617 34 6
58 11 23 811 23 8
35 12 42 1212 42 12
31 18 36 1518 36 15

25
30 9

　

安
倍
総
理
は
、
２
０
１
９
年

に
消
費
税
を
10
％
に
上
げ
る
際

に
、
増
税
分
２
％
の
使
い
道
を

変
え
て
、
財
政
再
建
か
ら
、「
少

子
高
齢
化
」
対
策
な
ど
「
全
世

代
型
」
社
会
保
障
に
し
て
い
く

と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
消
費
税
が
５
％
か

ら
８
％
へ
増
税
さ
れ
た
時
に
、
今
の
政
府

は
、「
消
費
税
の
引
き
上
げ
分
は
す
べ
て

社
会
保
障
へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、

「
全
世
代
型
の
社
会
保
障
制
度
へ
」
と
既

に
打
ち
出
し
、
当
時
の
広
報
ポ
ス
タ
ー
で

も
は
っ
き
り
謳
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
そ

も
そ
も
「
公
約
違
反
」
な
の
で
は
？
と
思

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
４
月
の
３
％
増
税
で
国
民

の
負
担
は
、
約
８
兆
円
に
な
り
ま
し
た
が
、

社
会
保
障
は
充
実
す
る
ど
こ
ろ
か
、
必
要

な
社
会
保
障
費
は
年
々
、
抑
制
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
５
年
間
で
は
、
社
会
保
障

費
の
自
然
増
が
押
さ
え
込
ま
れ
、
５
年
間

で
３
・
45
兆
円
が
圧
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
少
子
高
齢
化
」
問
題
が
「
国
難
」
と
言

う
の
な
ら
、
今
す
ぐ
税
金
の
使
い
道
を
見

直
し
、
子
育
て
や
教
育
、
医
療
・
介
護
な

ど
を
手
厚
く
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　安倍総理の突然の解散宣言で、総選挙が行われることになりました。貴重
な一票、私たちの要求に照らして、候補者や政党を選択することが大切です。
　これまでの選挙では、投票率は50数％で推移し、約半数の人が棄権し
ています。みんなが投票に行けば、政治は大きく変わります。私たちの
働く医療・社会保障分野では、国会の審議で医療保険や介護保険制度が

変えられ、私たち医療従事者にも患者・国民にも大きく影響してきました。
来春の改定に向けて政府の審議会で決定される診療報酬・介護報酬も、
総選挙後の国会で指名される政権がどういう立場に立つかによって左右
されます。私たちは、政治へ無関心であっても無関係ではいられません。
権利をしっかりと行使しましょう。

　

電
通
の
高
橋
ま
つ
り
さ
ん
の

「
過
労
自
死
」
問
題
な
ど
、
日
本
社

会
に
蔓
延
し
て
い
る
長
時
間
過
密

労
働
を
是
正
す
る
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
件
を
き
っ
か
け
に
秋
の
通
常

国
会
に
「
働
き
方
改
革
」
法
案
が

出
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
総
選

挙
で
先
送
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
準
備
さ
れ
て
い
た
「
働

き
方
改
革
」
の
中
身
は
、
長
時
間

過
密
労
働
を
な
く
す
ど
こ
ろ
か
、

残
業
の
上
限
規
制
と
言
っ
て
も
、

「
過
労
死
認
定
基
準
（
直
近
の
一
月

で
１
０
０
時
間
、
２
〜
６
カ
月
で

80
時
間
）」
と
さ
れ
る
月
１
０
０
時

間
未
満
が
上
限
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
で
は
過
労
死
す
ら
合
法
化
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

し
か
も
医
師
に
つ
い
て
は
達
成
が

困
難
と
５
年
間
の
猶
予
措
置
も
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
年
間

１
０
４
日
の
休
日
（
週
休
２
日
制

に
相
当
）
を
与
え
れ
ば
、
い
く
ら

残
業
し
て
も
残
業
代
を
払
わ
な
く

て
済
む
「
高
度
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ

ル
制
度
」
も
導
入
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
年
収
は
１
０
７
５
万

円
と
最
初
は
高
く
設
定
さ
れ
て
い

て
も
、
い
ず
れ
財
界
が
求
め
る
年

収
４
０
０
万
円
台
ま
で
広
が
っ
て

し
ま
う
の
は
必
至
で
す
。

　
「
働
き
方
改
革
」
と
い
う
よ
り
も

「
働
か
せ
方
改
革
」
を
こ
の
ま
ま
進

め
て
も
い
い
の
か
も
問
わ
れ
る
総

選
挙
で
す
。

　以上、４点について考えてみましたが、もっともっと「争点」はあるかと思い
ます。自分にとって何が大事なのか、候補者・政党の公約や「姿勢」もしっかり
と見て、投票に行ってい
ただけたらと思います。

　

北
朝
鮮
の
相
次
ぐ
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
核
実

験
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
、「
小
さ
な
ロ
ケ
ッ
ト
マ
ン
」
な
ど
と
北

朝
鮮
・
金
委
員
長
を
揶
揄
し
、
挑
発
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
そ
れ
に
続
い
て
安
倍
総
理
も

「
対
話
は
無
駄
骨
だ
っ
た
」「
圧
力
し
か
な
い
」

と
、
緊
張
を
高
め
る
よ
う
な
発
言
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

国
連
の
安
全
保
障
委
員
会
の
「
決
議
２
３

７
５
（
９
月
22
日
発
効
）」
は
、「
経
済
制
裁
」

と
と
も
に
「
６
者
会
合
」
の
再
開
、「
対
話
を

通
じ
た
平
和
的
か
つ
包
括
的
な
解
決
」、「
緊

張
を
緩
和
す
る
更
な
る
作
業
」、「
平
和
的
な

方
法
」
を
謳
っ
て
い
ま
す
。「
圧
力
し
か
な
い
」

と
い
う
安
倍
総
理
の
演
説
や
主
張
は
、
む
し

ろ
「
国
連
決
議
」
違
反
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
と
安
倍
総
理
以
外
の
世
界
の
首
脳
は
、

平
和
的
な
解
決
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
ま
す
。

　
「
緊
張
が
高
ま
れ
ば
誤
算
の
危
険
性
も
高
ま

る
。
政
治
的
解
決
を
」（
国
連
グ
テ
レ
ス
事
務

総
長
）、「
平
和
的
外
交
に
よ
る
解
決
し
か
あ

り
え
な
い
」（
ド
イ
ツ
・
メ
ル
ケ
ル
首
相
）、「
フ

ラ
ン
ス
は
事
態
の
拡
大
を
拒
否
し
、
平
和
へ

の
対
話
を
閉
じ
な
い
」（
フ
ラ
ン
ス
・
マ
ク
ロ

ン
大
統
領
）、「
北
へ
の
制
裁
は
、
対
話
の
道

を
選
ぶ
よ
う
圧
力
を
か
け
る
た
め
だ
」（
韓
国
・

文
在
寅
大
統
領
）
な
ど
、
偶
発
的
な
「
戦
争
」

を
避
け
る
た
め
の
国
際
世
論
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
「
選
挙
で
信
任
を
得
て
、
力
強
い
外
交
を
進

め
て
い
く
」（
安
倍
総
理
）
の
で
は
な
く
、
国

際
的
な
協
調
で
粘
り
強
く
「
対
話
の
姿
勢
」

を
示
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

自
民
党
の
公
約
で
は
、
主
要
政
策
に
初

め
て
「
憲
法
改
正
」
が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
小
池
都
知
事
率
い
る
「
希
望
の
党
」

で
も
、
候
補
者
に
対
す
る
政
策
協
定
書
に

は
、「
憲
法
改
正
を
支
持
し
」
と
い
う
文

言
が
含
ま
れ
、
小
池
代
表
自
身
も
「
い
ろ

い
ろ
な
視
点
か
ら
改
正
の
余
地
が
あ
る
」、

「
北
朝
鮮
情
勢
を
抱
え
な
が
ら
、
ず
っ
と

議
論
す
る
の
か
」
と
、
９
条
改
正
を
含
め

た
憲
法
改
正
を
急
ぐ
姿
勢
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。

　

憲
法
改
正
に
つ
い
て
、 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
世
論

調
査
で
は
、
改
正
す
る
「
必
要
が
あ
る
」

43
％
と
「
必
要
が
な
い
」
34
％
・「
ど
ち

ら
と
も
い
え
な
い
」
17
％
で
国
論
を
二
分

し
て
い
て
、
憲
法
９
条
改
正
に
つ
い
て
は
、

「
変
え
る
必
要
は
な
い
」
が
57
％
で
、「
必

要
が
あ
る
」
の
25
％
を
ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
で

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

憲
法
改
正
問
題
に
つ
い
て
は
、
立
憲
主

義
・
民
主
主
義
を
守
る
こ
と
を
軸
に
し
て

い
る
、
新
党
「
立
憲
民
主
党
」
や
共
産
党
・

社
民
党
な
ど
と
の
対
立
軸
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

日
本
で
は
、
政
権
公
約
に
な
か
っ
た

「
特
定
秘
密
保
護
法
」
が
13
年
12
月
に
強

行
さ
れ
た
の
ち
、
14
年
７
月
に
は
閣
議
決

定
で
、
こ
れ
ま
で
の
憲
法
解
釈
が
１
８
０

度
転
換
さ
れ
、「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
」

容
認
と
な
り
、
15
年
９
月
に
は
、
戦
争
法

と
も
呼
ば
れ
た
「
安
全
保
障
関
連
法
」
11

本
も
強
行
。
今
年
６
月
に
は
、
頭
の
中
で

思
っ
た
り
、
相
談
（
共
謀
）
し
た
こ
と
で

罪
と
な
る
「
共
謀
罪
法
」
も
強
行
成
立
さ

せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

戦
後
、
平
和
国
家
と
し
て
国
際
社
会
の

中
で
認
め
ら
れ
て
き
た
日
本
が
、
こ
の
総

選
挙
で
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

年間１兆～8,000億円程度とされる社会保障費の
自然増を予算編成前にすでに圧縮

8,400
億円

5,600億円

生活保護の生活扶助費
削減など

2013年度

予
算

概
算
要
求

2,800
億円圧縮

9,900
億円

5,900億円

診療報酬実質1.26％
減額。生活保護の生活
扶助費削減

2014年度

4,000
億円圧縮 8,300

億円

3,600億円

介護報酬2.27％減額。
生活保護の冬季加算削
減など

2015年度

4,700
億円圧縮 6,700

億円
5,000億円

診療報酬1.31％減額

2016年度

1,700
億円圧縮 6,400

億円
5,000億円

医療・介護の自己負担
の月額上限引き上げ、
後期高齢者医療の保険
料値上げなど

2017年度

1,400
億円圧縮

財務省　各年度の予算より

貴重な１票！「期日前投票」も出来ます。

　

今
ま
で
の
農
政
で
、
国
内

の
食
糧
・
農
業
に
関
す
る

色
々
な
制
度
が
変
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
特
に
、
国
が
食

料
に
責
任
を
持
っ
て
安
定
供

給
す
る
た
め
の
「
食
管
法
」

の
廃
止
で
す
（
１
９
９
５
年
）。

新
た
に
作
ら
れ
た
新
食
糧
法

で
の
輸
入
自
由
化
は
農
畜
産

物
を
国
外
市
場
に
開
放
し
、

特
に
牛
肉
、
オ
レ
ン
ジ
は
大

き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
先
起
こ
る
２
つ
の
大

き
な
問
題
は
、
２
０
１
８
年

の
「
米
の
直
接
支
払
い
交
付

金
」、「
生
産
調
整
制
度
（
減

反
）」
の
廃
止
で
す
。
民
主

党
政
権
時
に
設
け
ら
れ
た

「
米
の
直
接
支
払
い
交
付
金
」

は
10
ア
ー
ル
あ
た
り
１
５
、

０
０
０
円
を
「
農
業
者
戸
別

所
得
保
障
制
度
」
と
し
て
交

付
。
こ
れ
は
、
稲
作
農
家
に

と
っ
て
の
最
低
賃
金
と
言
え

る
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、

安
倍
・
自
民
党
政
権
が
復
活

し
た
際
に
、
７
、５
０
０
円

に
半
減
、
そ
し
て
２
０
１
８

年
で
の
廃
止
を
決
定
し
ま
し

た
。
こ
の
制
度
が
廃
止
さ
れ

る
と
米
を
作
れ
ば
作
る
ほ
ど

赤
字
に
な
り
、
お
米
づ
く
り

は
続
け
て
い
け
ま
せ
ん
。
ま

た
、「
生
産
調
整
制
度
（
減

反
）
の
廃
止
」
は
、
国
が
米

　

規
制
改
革
推
進
会
議
の
意

見
を
元
に
出
さ
れ
た
農
業
改

革
８
法
案
は
最
低
審
議
時
間

３
時
間
、
多
く
て
６
時
間
で

強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
農
協
」
と
い
う
自
主
的

な
組
織
に
た
い
し
て
、
政
府

が
介
入
し
て
く
る
と
い
う
異

常
な
状
態
で
す
。
ト
ヨ
タ
や

日
産
な
ど
の
企
業
に
「
車
の

値
段
が
高
い
か
ら
下
げ
な
さ

い
」
と
言
っ
て
い
る
の
と
同

じ
で
、
あ
り
得
な
い
政
治
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
農
協
へ

の
攻
撃
を
他
の
言
葉
に
置
き

換
え
て
い
ま
す
が
、
農
協
を

つ
ぶ
し
た
い
と
い
う
の
が
本

音
で
す
。
そ
れ
は
安
倍
首
相

の
施
政
方
針
演
説
か
ら
も
分

か
り
ま
す
。 

①
農
協
改
革
８

法
案
↓
企
業
優
先
・
地
域
農

業
・
農
村
を
多
国
籍
企
業
の

草
刈
り
場
（
儲
け
先
）
に
。 

②「
担
い
手
」
へ
の
農
地
集

積
↓
共
同
体
の
合
意
や
相
互

扶
助
を
「
邪
魔
者
」
扱
い
。

こ
れ
は
、
税
金
を
使
っ
て
農

地
の
中
間
管
理
機
構
を
つ
く

り
、
農
地
を
企
業
に
貸
出
。

企
業
が
参
入
し
や
す
い
仕
組

価
の
安
定
供
給
か
ら
手
を
引

く
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ

れ
で
、「
作
る
の
は
自
由
だ

か
ら
価
格
が
上
が
ろ
う
が
下

が
ろ
う
が
自
己
責
任
だ
」
と
、

政
府
の
責
任
を
投
げ
出
し
て

い
る
の
で
す
。

み
に
。 

③
企
業
に
よ
る
農
業

＋
大
規
模
農
業
法
人
＝「
強

い
農
業
」↓
そ
の
た
め
に

「
地
域
の
農
業
・
農
村
の
防

波
堤
で
あ
る
農
協
は
邪
魔
だ

ね
」
と
農
協
つ
ぶ
し
を
最
重

視
。

　

上
記
の
よ
う
な
、「
農
業
・

農
協
改
革
」
を
跳
ね
返
し
、

食
料
・
農
業
・
地
域
を
守
る

運
動
を
軸
に
、
国
民
的
課
題

で
広
が
る
運
動
と
結
び
、
職

場
と
地
域
で
運
動
を
広
げ
た

た
か
っ
て
行
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

国
の
食
料
安
定
供
給
の
責
任
放
棄
と
農
協
攻
撃

　
９
月
29
〜
30
日
、
第
１
回
中
央
執
行
委
員
会
で
は
、
農
業
・
農
協
に
つ
い
て
学
び

を
深
め
る
た
め
、
全
農
協
労
連
の
館
野
豊
書
記
長
を
お
呼
び
し
、「
食
料
・
農
業
・
地

域
を
守
る
地
域
共
同
の
大
切
さ
|
農
協
改
革
と
農
業
・
地
域
を
め
ぐ
る
状
況
、
協
同

組
合
の
役
割
|
」
と
題
し
た
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。（
以
下
学
習
会
よ
り
）

露
骨
な
農
協
つ
ぶ
し
に
Ｎ
Ｏ
!!

露
骨
な
農
協
つ
ぶ
し
に
Ｎ
Ｏ
!!

２
０
１
８
年
に
起
こ
る
大
き
な
問
題

２
０
１
８
年
に
起
こ
る
大
き
な
問
題

日
本
の「
食
」を
守
れ

日
本
の「
食
」を
守
れ

日
本
の「
食
」を
守
れ

労
働
安
全
衛
生
活
動

労
働
安
全
衛
生
活
動

３

進
め
よ
う
！

進
め
よ
う
！

進
め
よ
う
！

10・22総選挙！１票で変わる10・22総選挙！１票で変わる10・22総選挙！１票で変わる

国民の声を届けるチャンス国民の声を届けるチャンス
国政へ

争点１

消
費
税
の
使
い
道

医
療・社
会
保
障
が
充
実
さ
れ
る
？

選
挙
後
に「
憲
法
９
条
改
正
」が

待
っ
て
い
る
？

北
朝
鮮
問
題
へ
の
対
応

　
　
国
際
社
会
は「
対
話
」求
め
る

「
働
き
方
改
革
」

   

こ
の
ま
ま
で
良
い
の
？

消
費
税
の
使
い
道

医
療・社
会
保
障
が
充
実
さ
れ
る
？

争点３

選
挙
後
に「
憲
法
９
条
改
正
」が

待
っ
て
い
る
？

争点２

北
朝
鮮
問
題
へ
の
対
応

　
　
国
際
社
会
は「
対
話
」求
め
る

争点４

「
働
き
方
改
革
」

   

こ
の
ま
ま
で
良
い
の
？
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「
み
る
」
こ
と

　
「
見
る
、
観
る
、

診
る
、
看
る
」
色

々
な
「
み
る
」
が

あ
る
。
先
日
リ
ク

ガ
メ
の
元
気
が
無

い
こ
と
に
気
づ

く
。
毎
日
食
事
を

あ
げ
て
い
る
の
に

今
更…

。
流
れ
作

業
に
な
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い

と
反
省
。
忙
し
い

中
で
も
、
分
か
っ

て
い
る
つ
も
り
で
も
、
た
ま

に
は
相
手
と
向
き
合
う
時

間
を
作
る
。
家
族
と
、
友
人

と
、
同
僚
と
、
大
切
な
人
と
。

と
、
言
う
ば
か
り
で
な
か
な

か
「
み
る
」
こ
と
の
で
き
な

い
私
。                  （
Ｏ
Ｋ
）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

締め切り：2017年1１月末日　消印有効
あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係

　香川からはこの人を紹介します。井
上博登くんです。井上くんは明るく元気
でみんなを楽しませることが得意な人
です。特に、何があっても折れない鋼
のような心は、尊敬に値します。香厚
労では教育宣伝部を担当しており、組
合での情報をいち早く病院全体へと伝
えてくれています。
　また、青年部活動にも積極的に参加
してくれており、今後の活躍に期待が
高まります！

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第125回は新潟と香川にお願い
しました。

頑張る仲間

　新潟からは副執行委員長の中山陽子さん
を紹介します。中山さんは組合活動の傍ら
柏崎総合医療センターで主任看護師として
勤務をしています。
　厳しい看護現場の実態を改善し、いつま
でも笑顔で働き続けられる職場にするため
組合の大切さを伝え組合活動をしている中
山さん。職場では部下の面倒見がよく、師
長とのクッション役になって仕事にプライ
ベートに悩んでいる部下がいれば親身に相
談にのるなど、部下の変化を見逃さないと

ころからたくさんの人に慕われています。中山さんが組合事務所に
来ると笑顔と天然のオーラなのか暖かい空気になり場が和みます。
これからも仕事に組合活動に活躍を期待しています。

新潟　中山陽子さん

香川　井上博登さん

クロスワードの投稿だけでもＯＫ

　

い
つ
も
楽
し
く
見
て
い
ま
す
。
心

の
相
談
室
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
20
代
の
人
た
ち
は
ま
だ
ス
ト

レ
ス
と
上
手
く
つ
き
あ
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
手
遅
れ
に
な
ら
ぬ
よ
う

日
頃
か
ら
自
分
た
ち
が
見
守
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。                           

（
福
島
）

―
―
い
つ
も
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
参
考
に

な
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
様
々
な
情
報
発
信
し
て

い
く
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　

                 （
Ｔ
Ｍ
）

　

核
兵
器
禁
止
条
約
が
国
連
で
採
択

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
席

に
出
席
し
な
い
政
府
が
理
解
で
き
ま

せ
ん
。
国
民
と
の
温
度
差
の
な
い
政

治
が
行
わ
れ
る
の
は
、
い
つ
の
日
な

の
で
し
ょ
う
か…

。           

（
香
川
）

―
―
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択
へ
貢

献
し
た
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ「
核
兵
器
廃

絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
）」
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
ね
。
唯
一
の
被

爆
国
で
あ
る
日
本
、
世
界
と
の

温
度
差
も
な
く
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
（
選
挙
で
☆
）       （
Ｋ
Ｔ
）

　

同
期
い
る
か
ら
頑
張
れ
る…

こ
れ

は
私
も
同
じ
で
す
。
保
育
士
採
用
で

１
人
だ
っ
た
の
で
す
が
、
新
人
会
や

忘
年
会
の
催
し
な
ど
、
顔
を
合
わ
せ

る
よ
う
に
な
り
同
期
が
で
き
ま
し
た
。

悩
み
を
共
有
出
来
ま
す
。     

（
静
岡
）

―
―
同
期
は
ほ
ん
と
に
大
切
な
存

在
!!
違
う
勤
務
先
に
移
っ
て

し
ま
っ
て
も
関
係
は
続
く
。
友

達
と
は
ま
た
違
う
素
敵
な
仲
間

で
す
ね
。                 （
Ｓ
Ｎ
）

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
緊
迫
し
た
朝
を
迎

え
た
日
。
子
ど
も
達
は
い
つ
も
と
異

な
る
電
話
の
音
に
大
興
奮
。
子
ど
も

達
の
未
来
を
守
る
た
め
に
も
、
政
治

に
関
心
を
持
ち
、
身
近
な
組
織
か
ら

地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。     

（
長
野
）

―
―
そ
の
通
り
で
す
ね
。
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
一
人
の
大

人
と
し
て
責
任
を
持
っ
た
行
動

を
と
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。        

（
Ｙ
Ｓ
）

当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
10
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。８
月
号
の
答
え
は
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」で
、

当
選
倍
率
は
３
･
０
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
）
で
し
た
。

読者の声もお待ちしています読者の声もお待ちしています

（4）2017年10月20日 第451号全 厚 労 ニ ュ ー ス

　ＱＲコードを読み取って、投稿サイトにアクセスするか、
以下のメールアドレスに空メールを送って下さい。

kikasete@zenkouro.org
　質問フォームに、必要事項を記入して送信して下さい。氏名・住所・
希望景品（図書カード又はクオカード）は必須事項です。投稿数に応
じてポイントが貯まります。投稿締切　投稿・パズルとも10月末まで。

　10月から12月は医労連共済の共済加入推進月
間です。日本医労連の「組織拡大・強化月間」
にあわせて行われています。この期間に学習会
に取り組む単組・支部に助成を行っており、個
人共済・火災共済の拡大数・
拡大率のトップ５に記念品
（１位は５万円分のクオカー
ド）を贈呈し、表彰もしてい
ます。学習会への助成は、月
間中１回ですが、学習会30分
以上行う事で、学習会参加者
１人に５百円を補助していま
す。申請は全国組合・県医労
連を通して行ってください。

秋の
共済加入推進月間
始まります！

秋の
共済加入推進月間
始まります！


